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● 国歌斉唱「君が代」  ● ロータリーソング「奉仕の理想」 

 

 皆さんこんにちは。 

 10月 30日に小保方信聴会員がご逝去されました。謹んでご冥福をお祈り致します。（黙祷） 

 10月 22～23日の地区大会にご参加の皆様、ご苦労様でした。本大会に於いて当クラブが会員増強

優秀賞（純増 5名 2015年 7月 1日 46名→2016年 7月 1日 51名）として盾をいただきました。ご協

力戴きました会員の皆様に感謝申し上げます。 

 日に日に寒さが増して参りました。皆様お体を大切になさってください。 

 

 

小保方 信聴 会員 (享年 77歳)が 10月 30日ご逝去されました 

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 

 

宗教法人 光徳寺 住職 

2006‐2007年度 会長 

 

 

 

 

§栃木県立宇都宮南高等学校創立 40周年記念式典に坂本副会長と私で出席して参りました。そのお

礼状が届いております。（回覧） 

§宇都宮市青少年タイムカプセル開封事業について寄付のお礼状が届いております。 (回覧) 

§「これだけは知っておきたいロータリーの基礎」（冊子）を購入致しました。 

§出席率向上に伴い、欠席が続いている会員を訪問し、出席を推進する計画をしております。 

 

 

 幹事報告       関口 隆 幹事 

 

 

 

 

 訃報 

 

 

 

 

 会長挨拶     安齊 誠一 会長 

 

 

 

 

 司 会      磯貝 太  S.A.A 

 

 

 

 

11月 第 1例会        

2016年 11月 2日(水)     会員数 51名 出席 25名 

tel:028-635-5511
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 11月のお祝い事    黒崎 丈博 親睦・家族委員 

 

§ 入会記念 なし 

   § 会員誕生 藤井康夫会員・枝野修一会員・蛭田和明会員・桑田豊豪会員 

   § 婦人誕生 笠原正人会員・関 享一会員・若林博純会員・小林 裕会員・藤島 拓会員 

   § 結婚記念 田中正夫会員・若林博純会員・小林 裕会員・中野智之会員 

   § 創立記念 金田秀壽会員 (株)ニッカネ ・仲田俊夫会員 仲田総業(株)  

関  享一会員 (株)関電気  ・若月章男会員 鈴運メンテック(株) 

 

§安齊誠一会長 11月 23日の足利で行われた地区大会、ご参加の会員の方々ご苦労様でした。また、

本日の会員の方々の自己ＰＲ、楽しみにしております。 

§鈴木秀明会員 小保方さんのご冥福をお祈り致します。 

§平澤照隆会員 本日、卓話をさせていただきます。よろしくお願い致します。 

§若月章男会員 塩田監督のマウンド上の勇姿を久しぶりに見ました。まだまだやれそうですが、

あまり無理をせずに頑張ってください。 

§若林博純会員 先日は大変お世話になりました。ありがとうございます。 

§中野智之会員 今日も元気にスマイルします。 

 

多くの会員の皆様にご協力戴きありがとうございました   今週の金額 15,000円 

 

 バナー制作委員会報告  坂本 昭一 委員長 

 

§35周年記念バナー作成に伴い、規制等々を鑑み再度検討となりました。委員会開催の予定日を後 

日お知らせ致しますので、ご協力の程、よろしくお願い致します。 

 

 創立 35周年実行委員会報告  田島 久夫 実行幹事 

 

 §実行委員会組織表をレターボックスに配布致しました。2017年 4月 15日(土)記念式典を開催する 

予定を組んでおります。テーマとして「会員全員参加で 35周年を祝おう」となっております。 

 §創立 35周年記念事業委員会の実行委員会を 11月 9日(水)例会終了後、イタヤ地下会議室に於い 

  て開催致します。 

 

 親睦委員会報告      藤島 拓 親睦・家族委員長 

 

 §11月 9日(水)例会終了後、親睦委員会会議を開催致します。 

 

 出席報告      長谷川 博夫 出席委員 

 

会員数 51名   出席数 25名   欠席数 26名  出席率 62.50％  

前々回 10月 19日  訂正率 63.34％  

 スマイル BOX委員会報告   枝野 修一 委員 

 

 

 

 



RID2550 UTSUNOMIYA SOUTH ROTARY CLUB 

 

 

 会員自社ＰＲ卓話 

 

黒崎 丈博 会員 株式会社 輝工業 工事部長 

 

 一般家庭新築、マンションを含め水道配管工事全般を行っております。 

従業員 11名、最年長者 37歳で最年少者は 21歳です。 

 水はとても恐ろしいもので、建物が古いと配管も老朽化しています。 

水道の請求が急に大金になったりしたことはありませんか。特に震災や 

気象災害後はこういったケースが多くみられます。 

 日々の営業活動の中で、徐々に信用と人脈が少しずつ増えて行くよう精進して行きます。水の

事でお困りの際は是非、お声掛けくださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

藤島 拓 会員 株式会社 日本環境整備 取締役統括部長 

 

  (株)大高商事グループで主に一般廃棄物収取業務です。宇都宮市を 

除く県北部及び南部を主に作業しております。宇都宮南ロータリークラ 

ブにはご同業の仲田会員にお世話になり入会致しました。 

 （出身地である北秋田市のお国自慢のお話がございました） 

 

 

 

 

高久 和男 会員 イートランド 株式会社 代表取締役社長 

 

誕生より 50年、時代の流れと真摯に向き合い私たちが成すべきことを 

考え、取り組み、今日までまいりました。 

現代では地産地消・スローフード・フードマイレージ・食育など一般 

   的にも、食のあり方が見直されています。  

当社は創業より、食の基本である農業を重んじ、農家の心や魂を尊重し 

た営みを大切に、地産地消に取り組んでまいりました。文明の進歩は、私たちの社会にストレ 

スや社会問題を生んでいます。そのような中で「食」は重要な役割を担いまた「食」のもたら 

すパワーはとても偉大だと認識しております。私たちの目指すものは、「あるべき姿の食」をお 

客様へご提供することであり、単に食のビジネスにとどまらず、常にお客様の心に寄り添い、 

企業の発展に貢献することです。創業者の「身土不二」の精神を受け継ぎ、食と向き合い、食 

に携われることを誇りに思い、これからも、社員全員が高い使命感をもって取り組んでまいり 

ます。  

 http://www.eatland.co.jp/ 

 

平澤 照隆 会員 宗教法人 金剛定寺 住職 
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桑島山金剛定寺 起源 

最近郷土史の研究で訪ねる人も多く、昔のままの漢文体のものでは難しく 

てわからないので、書き改めました。さて当山は、残念なことに三度程焼け 

ており、新しくは明治三十六年六月一日の昼火事です。現在の様に消防機具 

が充実しておれば消火出来たかとは思いますが、当時の水鉄砲の様なポンプ 

では何とも致し方なく、立派な本堂や広い庫裡等全く灰になってしまったのです。古文書や絵画・

仏像等も程んどなくなってしましました。併し幸いなことに、この寺は関東でも屈指の大寺であり、

当時の住職で本山へ行かれて住職になった方もある関係で、本山の書物の中に当寺の事が載ってお

り大変参考となることです。 

 

寺の名前について 

 当山は、桑島山 正覚院 金剛定寺と云いますが昔は能満寺と云いました。 

 寺には三つの名前が有ります。山号―昔寺は僧侶の修行する処であり人里はなれた山の中に建てら

れたのでその山の名を取ったのです。院号―垣根のある屋敷と云うことで僧侶の住む宿坊を・・院

と云った訳です。寺号―仏像を安置し仏道の修行や仏事を行う所を寺と云います。 

では桑島の地理に就いて少しお話しましょう。 

  この桑島は旧瑞穂野村の北部に位置し、大部分は平坦地で田になっており、西側には小高い丘陸

地があり、昔は林になっていましたが現在は畑や住宅地となり日増しに開発が進み住宅の群れとな

っています。又東側には鬼怒川が流れていますが大昔は西側の丘の下を流れておりました。 

  紀元前一万年の頃 人類がやっと此地に住む様になった時代、其の頃の人達は、掘っ立て小屋か

丘の所に横穴を掘り穴居生活をしていました。今でも西側の丘陸地には昔の人の住居の跡や貝塚や

古墳が点在していますので大昔は集落があった様です。昔の人は大きい川の辺の小高い丘の所に住

んでいた様です。飲み水や魚、又外敵から身を守るのに大変便利だったからと思います。さて此丘

の下を流れていた鬼怒川は、大雨の降る度に洪水となって、沢山の土砂を押し流し、其の度に川の

流れは変わり、沼が出来たり島が出来たりして、次第に現在地に移動した様です。古い図面には約

二百ヘクタール程の広い土地が川の中にあった様に記されています。現在の平坦地は大体元は川原

であったのですが、その后那須火山体の噴火で火山灰が降り積り現在の土になったので何処を掘っ

ても石や砂が出ます。砂地は果樹を植えるのには大変適していますが、日照りには弱くしばらく雨

が降らないと作物は枯れそうになり、ろくな収穫もなくお百姓さんは困る訳です。ですからこの川

の周辺は、昔は桑の樹が植えられ、養蚕が行われ絹織物が奨励されました。其の名残りとして、桑

や絹に関係のある地名が所々に有ります。この様な理由で桑島と云う地名も生れたものと思われま

す。又鬼怒川の名も昔は絹川であったようですが、たびたびの氾濫でこの地に害を及ぼしたので鬼

の怒る川と改名されてしまった様です。併しこの鬼怒川は普段は大変流れもゆるやかで水量も多く、

江戸（東京）とも連絡出来て便利であったので、昔は交通機関として大いに利用されました。この

辺で取れる米や木炭や木材を江戸へ運び帰りは海の産物や生活必需品を仕入れて運び商売をしたの

です。舟は荷物の運搬のみでなく旅人の足として利用され、有名な芸人や俳人達は好んで舟旅をし

たようで人々の往来が盛んになるに従って舟付き場には荷物の問屋や人をとめる宿屋、食べ物茶屋

等が段々出来てにぎやかになり、次第に宿場となって行きました。この桑島にも舟付き場があり宿

と云い、当時川の中の舟付き場には倉庫や人家が沢山あったようです。ここで下ろされた荷物は荷

馬車や馬で宇都宮の町へ運ばれ、旅人達は歩いて宇都宮に出て日光山のお参りに行ったことでしょ

う。昔の一時期はこのひなびた桑島の宿もにぎやかな町であったと思われます。 
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金剛定寺の開創 

  当山の開かれたのは弘安元年（西暦一、二七八年）鎌倉時代北条時宗の時で、開山は伊豆北条の

人益田峰忍比丘です。峰忍公は、両親が子供のない事を悲しみ、毎朝普香天子に祈って生まれたと

云われる方です。幼少にして出家得度し、奈良の寺で事教をきわめ、廿六才の時高野山に登り伝法

院に学び、求聞持の法を修し、その后諸国の霊場を巡拝して修行すること十三年、三十九才の時諸

国を巡って、下野国桑島の里へ来られたのです。恐らくは墨染めの衣と饅頭笠の姿で、錫杖をつい

てこの桑島街道を通られたものと思います。うっそうと茂った木立の中に、かすかに薄日がさし、

一つの井戸から蒸気がもうもうと立ち登り、その中に身の丈三尺余りのお不動様がうかんで見えた

のです。不思議に思って村人にきくと、村人はあの井戸は「とっこ」の井戸と云い、昔八人の童子

が「とっこ」を以て掘った井戸であり、大変有難い井戸で水はこんこんと湧き出ており、どんな病

にもよくききなおらないものはないと云われ、夜には井戸から光がさし、又夜ふけには灯火が鬼怒

川からとんで来ることがあり（竜灯と云う）本当に不思議な井戸であると話してくれました。この

話を聞いた峰忍公は、この地こそ自分が久しくさがし求めた土地であると大変喜んで、其の傍らに

草庵を建てて住み、寺院建立の誓願を立てました。併し建立資金の寄進も思う様にならず大変苦労

をされました。峰忍公はある日求聞持の法を修すると共に不動明王に伽藍成就の願いをかけられま

した。そして毎日早朝より暗くなる迄ひたすら、浄財勧募に精進されたのです。漸く一堂が完成さ

れご本尊不動明王も寄進されましたので峰忍公はここに住し日夜練行をつまれました。その後峰忍

公の名を慕い随従し修行する者も次第に増して来たので、峰忍公の住居の正覚院の外に、東福坊・

西福坊・南林坊・北林坊の四坊を建てて宿坊とされたのです。又その頃、鎌倉幕府の将軍惟康親王

が大病にかかり医師も見はなす状態でしたので、幕府は峰忍公の名声を聞いて使者を遣わして病気

平愈の祈願をさせました。峰忍公は親しく不動護摩の秘法を修し神呪をとなえて病身を加持されま

すと蛇影はたちどころに除かれて病気は快方に向かいました。この事を喜んだ幕府は数棟の建物と

若干の供養田を寄進しましたので、次第に寺院としての形態を整へて行きました。 

  その後、約百年程すぎて、祐請上人と云う方がありました。常盤真壁の人で、母が雨引山の観音

様に願をかけて生まれたと云われ、生来聡明で顕密二教を学び常に観世音の法を修しておられまし

た。明徳四年（一、四九五年）の春、当山に赴いて寺門再興を期せられました。その年の夏、大変

な日照りが続き四ヶ月余り一粒の雨も降らず、作物は殆ど枯れ人々も又、餓死する者さへ出る始末

で大変な騒ぎでした。祐請上人は一里程離れた鬼怒川の野手と云う所に壇を設け、廿一日の間雨乞

いの行をされました。野手淵と云う所は、川が大変深く水が渦巻き、竜宮の入口と云われておりま

した。上人は仏舎利一粒を淵に投じ竜神に供養されました。その霊験あって、黒雲俄かに起って雷

鳴を轟かせ、降りそそぐ雨で一寸先も見えぬ状態でした。この様にして大飢饉も治まり万物漸く生

気を取り戻し、住民はひどい苦しみから救われました。翌年祐請上人、醍醐山に登り、東寺の道快

僧正に会い、諸尊の行法の伝授を受けられた時、たまたま話がこの事に及び大変驚歎されました。

後この事が、時の朝廷後小松天皇の耳に達し、大変感激された天皇は上人の位を賜わると共に金剛

定寺の額をつかわされ、寺号を金剛定寺と改められました。上人は寺に帰り、山門に頂いた「額」

を掲げ法門の拡張に努めました。枝院は十八を数え、又末寺となるもの三百余あったと云われます

祐請上人を中興の祖（第一世）と云います。 

  その後、歴代の住職の努力により、常法談林（常設の僧侶の修行道場）として師弟の教養に勤め

幕府からは御朱印廿五石を頂き、十万石の格式を具えて関東の大本寺として栄え、多くの学僧を出

し、また本山の能化となる名僧等も出て本宗の発展に貢献致しました。然るに、明治初年の王制復
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古と廃仏毀釈の逆境は如何ともし難く、その上大火にあって一山灰滅に帰し、当山はまさに崩壊の

寸前に立ち至ったのです。 

  明治四十四年前住職照尊師当山に晋住し寺門の再興を発願し、桑島仏教青年会を創して壇信徒の

教化と農村の自力更生を期して青壮年の指導に努め、農繁期には託児所を開設して農村生活の向上

に寄与し又、昭和九年の弘法大師一千百年の御遠忌には、記念事業として鐘楼堂及び講堂を新設し

本堂の再建を計画しましたが、農村経済の不況と支那事変の勃発等により成就する事なく、又財戦

後の寺有農地の全面解放は寺の前途を大変あやうく致しましたが、その後の我国の経済の発展によ

る寺院経済の好転と五百余の壇信徒の協力に依り、壇信徒の菩提所として祖先の御霊の供養と生き

た心の教化の場として、其の装いを新たにして現在に致っております。昭和三十二年持福院の本堂

を移築して当山本堂とし、昭和四十六年梵鐘再鋳、昭和五十一年庫裡客殿及び境内を改修整備し又

昭和五十九年の御遠忌には、報恩謝徳の念を表すべく、宗祖弘法大師御尊像の建立と本堂内部の改

修を致しました。 

 ☆文化財指定 唐銅製宝筐院塔 元文元年鋳（１７３６年）  

  金剛定寺のかや 樹令 約四百五十年  

 ☆什物 大般若経六百巻 元禄十四年納  

  当山来由記 元禄元年泊如運敞筆  

 ☆諸堂 地蔵堂 徳川江戸中頃の作  

  尚往昔は中門の先に仁王門、大門等があったが落雷で焼失、書院・護摩堂・経蔵等はとりこわさ

れた。  

 http://kongoujouji.com/index2.htm 

  

      

  次回例会 

 

 11月 9日(水) 外部卓話 八戸秀夫様「健康で美しい心と身体づくり」 

 

 

  

 


